
人と自然が織りなす芸術のまち　　心豊かで伸びゆく美しいまち
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　１１月は気候がよく，過ごしやすいことからス
ポーツの秋・芸術の秋と言われます。
　本町では，チェンソーアート全国大会を皮切り
に全ての週でイベントを実施することができまし
た。行事開催に尽力いただいた全ての方々に感謝
申し上げます。

路
ろ ぼ う

傍の花　エケベリア 属
（栗野中央公民館撮影） 『湧水の秋は，イベント多催!!』

【表紙写真：チェンソーアート全国大会（右上）,文化祭（右下）,町内駅伝競争大会（左上）,農林商工祭（左下）】
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11
月
７
・
８
日
、
第
30
回
国
民
文
化
祭
か
ご
し
ま

２
０
１
５
「
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
全
国
大
会
ｉ
ｎ
湧

水
町
」
が
北
海
道
か
ら
鹿
児
島
ま
で
の
全
国
各
地
か

ら
40
名
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
参
加
し
、
桜
島
を
望
む

栗
野
岳
の
大
自
然
を
舞
台
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
40
台
の
チ
ェ
ン

ソ
ー
が
一
斉
に
エ
ン
ジ
ン
を
始
動
さ
せ
、
ソ
ー
ダ
ス

ト
シ
ャ
ワ
ー
（
切
り
く
ず
が
舞
う
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
）
を
披
露
し
、
会
場
内
に
大
声
援
が
巻
き
起
こ
り

ま
し
た
。
１
本
の
丸
太
か
ら
、
想
像
も
つ
か
な
い
作

品
が
出
来
上
が
る
工
程
や
技
術
、
芸
術
性
に
来
場
者

は
驚
き
の
歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

町
内
の
グ
ル
ー
プ
や
企
業
等

か
ら
約
１
０
０
名
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
参
加
し
、

湧
水
茶
の
ふ
る
ま
い
や
来
場
者

へ
の
お
も
て
な
し
、
競
技
サ

ポ
ー
ト
な
ど
た
く
さ
ん
の
お
手

伝
い
を
頂
き
ま
し
た
。

芸
術
の
ま
ち
の
創
造

人
と
自
然
が
織
り
な
す

～
お
も
て
な
し
ス
タ
ッ
フ
～

チェンソーアートの迫力に “ 大歓声 ”

湧水町茶業
　振興会による

～湧水茶の
　　ふるまい～

かしわ林の中に，手づくり品や，
　カフェなど癒しのハローマーケット

湧水町の小中学生が作成した歓迎の
風車は，子ども達に大人気！

親子で楽しめる木工体験などイベント満載！

丸太の削り木を清掃するボランティアスタッフ

トップアーティストの技術を学ぶ参加者
（技術講習会実施）

全国大会   in 湧水町

ボランティアスタッフによる
～おもてなし～

４０分で制作するトップアーティストスピードショー！

かごしま２０１５　－
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本
大
会
の
特
別
招
待
者
、
黒
く
ろ
わ
ら
び蕨
壮そ
う

さ
ん

（
平ひ

ら

櫛ぐ
し

田で
ん
ち
ゅ
う中
賞し
ょ
う

受
賞
彫
刻
家
）
と
霧
島

山
麓
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
ク
ラ
ブ
に
よ
る

大
型
丸
太
を
使
用
し
た
共
同
制
作
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。（
制
作
日
数
３
日
間
）

芸
術
の
ま
ち
の
創
造

黒蕨壮氏　－共同作品制作ー

大会審査結果

作品は，いきいきセンターくりの郷と吉松
体育館に展示してあります。ぜひご鑑賞を。

チェンソーアート 

共同作品「飲まんね！」

トップクラス準優勝 トップクラス 3位トップクラス優勝

1 本の丸太から想像もつかない作品へ！

トップクラス10名の作品（2日間延べ6時間／丸太2ｍ直径60㎝）

桜島をバックに記念撮影！

★トップクラス★
順位 氏　　名 都道府県
1 木霊　光 北海道
2 松田　玲 三重県
3 栗田　宏武 千葉県

★オープンクラス★	 　
順位 氏　　名 都道府県
1 嶋田　克海 長崎県
2 仮屋　良二 湧水町
3 加賀江　力 長崎県
4 井手　明彦 熊本県
5 坂本　澄夫 熊本県
6 音琴　冰春 富山県

★シニア賞★	 　
順位 氏　　名 都道府県
1 白石　寛 宮崎県
2 瀬戸口　准一 鹿児島県
3 野中　和俊 大分県

－　第 30 回　国民文化祭

（敬称略）
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平
成
27
年
度
町
秋
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
し
た
。11
月
14
・
15

日
に
吉
松
体
育
館
で
開
催
し
た
舞
台
芸
能
・
文
化
祭
で
は
、

小
・
中
学
校
や
公
民
館
学
級
な
ど
に
よ
る
各
団
体
の
作
品
展

示
や
文
化
協
会
主
催
に
よ
る
舞
台
芸
能
祭
が
行
わ
れ
、舞
台

発
表
や
郷
土
芸
能
の
披
露
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、23
日
に
は
町
功
績
者
等
を
表
彰
す
る
町
表
彰
式
、こ

の
一
年
で
農
林
業
の
分
野
で
功
績
が
あ
っ
た
方
々
等
を
表
彰

す
る
農
林
業
生
産
者
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

秋
の
収
穫
を
祝
う
賑
や
か
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

【
功
績
表
彰
】

南
薗
　
成
代
氏

栗
野
町
・
湧
水
町
主
任
児
童
委
員
と
し
て
、13
年
余
り
の

永
き
に
わ
た
り
社
会
福
祉
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

渕
山
　
文
隆
氏

栗
野
町
・
湧
水
町
民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
、13
年
余

り
の
永
き
に
わ
た
り
社
会
福
祉
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
ま

し
た
。

鈴
木
　
加
代
子
氏

吉
松
町
・
湧
水
町
主
任
児
童
委
員
と
し
て
、13
年
余
り
の

永
き
に
わ
た
り
社
会
福
祉
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

下
越
　
孝
三
氏

吉
松
町
・
湧
水
町
消
防
団
員
と
し
て
、32
年
余
り
の
永
き

に
わ
た
り
消
防
及
び
防
災
業
務
の
推
進
に
寄
与
さ
れ
ま

し
た
。

鶴
田
　
重
弘
氏

姶
良
北
部
森
林
組
合
・
北
姶
良
森
林
組
合
理
事
と
し
て
、

18
年
余
り
の
永
き
に
わ
た
り
産
業
経
済
の
振
興
に
寄
与

さ
れ
ま
し
た
。

成
相
　
軍
二
氏

栗
野
町
・
湧
水
町
商
工
会
理
事
と
し
て
、21
年
余
り
の
永

き
に
わ
た
り
産
業
経
済
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

三
石
　
昭
紘
氏

栗
野
町
・
湧
水
町
商
工
会
理
事
、監
事
と
し
て
、21
年
余
り

の
永
き
に
わ
た
り
産
業
経
済
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
ま
し

た
。

西
　
　
光
溥
氏

栗
野
町
・
湧
水
町
商
工
会
理
事
、副
会
長
と
し
て
、36
年
余

り
の
永
き
に
わ
た
り
産
業
経
済
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
ま

し
た
。

【
表
彰
伝
達
】

旭
日
単
光
章（
故
）下
新
原
　
覺
氏

栗
野
町
議
会
議
員
と
し
て
、５
期
20
年
の
永
き
に
わ
た
り

在
職
し
、そ
の
間
、議
会
議
長
等
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
、地

方
自
治
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。（
地
方
自
治
功
労
）

旭
日
単
光
章
　
恒
岡
　
誠
　
氏

栗
野
町
農
業
委
員
と
し
て
、６
期
18
年
の
永
き
に
わ
た
り

在
職
し
、そ
の
間
、農
業
委
員
会
会
長
の
要
職
を
歴
任
さ

れ
、農
業
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。（
農
業
振
興
功

労
）

瑞
宝
双
光
章
　
橋
之
口
　
定
氏

町
消
防
団
員
と
し
て
、44
年
の
永
き
に
わ
た
り
在
職
し
、

そ
の
間
、消
防
団
長
等
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
、町
民
の
生

命
・
財
産
の
保
護
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。（
消
防
功
労
）

瑞
宝
単
光
章
　
西
田
　
耕
太
郎
氏

法
務
事
務
官
と
し
て
、37
年
余
り
の
永
き
に
わ
た
り
危
険

性
の
高
い
職
務
に
従
事
さ
れ
、被
収
容
者
の
指
導
監
督
と

社
会
復
帰
・
改
善
更
生
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。（
矯
正
業
務

功
労
）

瑞
宝
双
光
章
　
松
本
　
宗
昭
氏

本
県
教
職
員
と
し
て
、38
年
余
り
の
永
き
に
わ
た
り
在
職

し
、そ
の
間
、県
内
公
立
小
学
校
長
や
旧
東
郷
町
教
育
委

員
会
社
会
教
育
課
長
を
歴
任
さ
れ
、ま
た
旧
吉
松
町
教
育

委
員
会
学
校
教
育
指
導
監
、湧
水
町
立
栗
野
幼
稚
園
長
も

歴
任
さ
れ
る
な
ど
教
育
行
政
・
社
会
教
育
の
振
興
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。（
教
育
功
労
）

 
平
成
27
年
度

  
湧
水
町
秋
ま
つ
り

町
制
10
周
年
記
念
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加治木高等学校　吹奏楽部

四
部
落
太
鼓
踊
り

川
添
俵
踊
り

秋
ま
つ
り

町
制
10
周
年
記
念

鶴丸神舞

轟小学校合唱

パフォーマンス

湧水町産黒毛和牛試食

老竹地区棒踊り 竹迫太鼓踊り（幸田地区） 長谷地区棒踊り

湧水米振舞い 湧水茶試飲 マスのつかみ取り

農林商工祭　会場 松ぼっくりツリー作り

四ツ枝前フルイ踊り

日本舞踊

舞台芸能祭
　　・文化祭

農林商工祭　郷土芸能披露



広報 ゆうすい　6

町
制
施
行
10
周
年
記
念

　
湧
水
町
高
原
フ
ェ
ス
タ
・
彫
刻
造
形
展

　

11
月
７
日
か
ら
８
日
に
か
け
て
、
栗
野
岳
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
村
で「
町
制
施
行
10
周
年
記
念　

高
原
フ
ェ
ス
タ
・

彫
刻
造
形
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
国
民
文
化
祭
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
全
国
大
会

と
の
同
日
開
催
と
な
り
、
た
く
さ
ん
の
来
場
者
で
賑
わ
い

ま
し
た
。

　

彫
刻
造
形
展
で
は
、
地
域
に
あ
る
素
材
を
使
用
し
た
26

の
造
形
作
品
が
展
示
さ
れ
、
訪
れ
た
方
は
迫
力
の
あ
る
作

品
や
芸
術
性
の
高
い
作
品
に
驚
き
の
声
を
上
げ
て
い
ま
し

た
。

　

彫
刻
造
形
展
の
審
査
の
部
・
総
合
部
門
「
湧
水
大
賞
」

に
輝
い
た
の
は
、『
刺
す
ぞ
！
飛
ぶ
ぞ
！
夢
を
叶
え
る
「
は

ち
」』
を
制
作
し
た
轟
小
学
校
６
年
生
の
皆
さ
ん
と
な
り

ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
今
年
度
初
め
て
実
施
し
た
ル
ー
ビ
ッ
ク

キ
ュ
ー
ブ
型
の
木
の
パ
ズ
ル
を
制
作
か
ら
組
み
立
て
ま
で

行
う
「
木
工
パ
ズ
ル
コ
ー
ナ
ー
」
や
実
際
に
チ
ェ
ン
ソ
ー

を
使
っ
て
木
を
切
る
こ
と
が
で
き
る
「
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー

ト
体
験
コ
ー
ナ
ー
」、
ま
た
例
年
行
っ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま

な
体
験
・
交
流
コ
ー
ナ
ー
を
行
い
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
地
場
産
品
の
販
売
や
高
原
コ
ン
サ
ー
ト
な

ど
の
催
し
も
開
催
さ
れ
色
づ
き
は
じ
め
た
紅
葉
と
と
も
に

芸
術
の
秋
を
満
喫
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

作
品
は
、
今
後
様
々
な
施
設

に
展
示
を
行
う
予
定
で
す
。

木工パズルコーナー

高原コンサート

本立てづくりコーナー

絵手紙づくりコーナー

部門 順位・賞名 作 品 名 団体名

審
査
の
部

総
合
部
門

湧水大賞 刺すぞ！飛ぶぞ！夢を叶える「はち」 轟小学校 6 年生　To Do Rock

湧水町長賞 トリケラトプス　ＶＳ　ヴェロキラプトル （有）老谷家具店

霧島アートの森賞 翔べるかな？農耕馬　いやーがさす（ペガサス） 北方地区【水車（みっぐいま）】

アイディア賞 丸池湧水のアゲハ蝶 渓流摩（けいるま）

ユーモア賞 ひつじだ羊～ 西下場の三匹のおっさん

努力賞 バッタバッタすんな！！ 西下場地区
町制施行１０周年

記念特別賞
町章　－町制施行 10 周年「おめでとう」－ 川添地区

投
票
の
部

一
般
の
部

１位 トリケラトプス　ＶＳ　ヴェロキラプトル （有）老谷家具店

２位 丸池湧水のアゲハ蝶 渓流摩（けいるま）

３位 モンスターチェンソー チーム川添

の
部

地
区
・
自
治
会

１位 翔べるかな？農耕馬　いやーがさす（ペガサス） 北方地区【水車（みっぐいま）】

２位 バッタバッタすんな！！ 西下場地区

３位 町章　－町制施行 10 周年「おめでとう」－ 川添地区

の
部

小
・
中
・
親
子

１位 刺すぞ！飛ぶぞ！夢を叶える「はち」 轟小学校 6 年生　To Do Rock

２位 キノコレストラン 吉松小学校 4 年生 PTA

３位　 ぼくらのコッカイギジドウ！　 栗野小学校

町制施行１０周年記念湧水町高原フェスタ・彫刻造形展結果
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町 制 施 行 １ ０ 周 年 記 念
第９回町内駅伝競走大会

上川西地区が２連覇！

　

11
月
29
日
に
町
制
施
行
10
周
年
を
記
念
す
る
第
９
回

町
内
駅
伝
競
走
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
栗
野
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
、
号
砲
と
と
も
に
第

１
区
の
選
手
が
栗
野
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
一
斉
に
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
14
チ
ー
ム
の
選
手
は
12
区
間
の
周

回
コ
ー
ス
（
18
．
64
㎞
）
を
、
沿
道
か
ら
の
温
か
い
声

援
を
受
け
な
が
ら
、
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

レ
ー
ス
序
盤
は
、
中
津
川
地
区
、
川
添
地
区
、
北
方

地
区
が
代
わ
る
が
わ
る
ト
ッ
プ
に
躍
り
出
る
混
戦
模
様

で
始
ま
り
ま
し
た
が
、
昨
年
度
覇
者
の
上
川
西
地
区
が

安
定
し
た
走
り
を
み
せ
、
中
盤
か
ら
は
独
走
態
勢
に
入

り
、
大
会
２
連
覇
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
は
１
区
で
小
学
１
年
生
（
長
谷
地
区
）

が
出
場
、
レ
ー
ス
終
盤
で
は
４
位
以
降
の
チ
ー
ム
が
各

区
間
で
接
戦
を
繰
り
広
げ
る
な
ど
、
最
後
ま
で
見
逃
せ

な
い
展
開
と
な
り
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
入
賞
チ
ー
ム
及
び
区
間
賞
・
５
回
出

場
表
彰
の
ほ
か
、
家
族
で
エ
ン
ト
リ
ー
さ
れ
た
45
組
の

皆
さ
ん
に
家
族
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

【結　果】
順　位 チーム名 記　　録
優　勝 上 川 西 地 区 1 時間４分４４秒
準優勝 北 方 地 区 1 時間６分４５秒
第 3 位 轟 地 区 1 時間７分２７秒
第 4 位 下 川 西 地 区 1 時間 10 分 44 秒
第 5 位 中 津 川 地 区 1 時間 12 分 00 秒
第 6 位 西 下 場 地 区 1 時間 12 分 02 秒
第 7 位 鶴 丸 地 区 1 時間 12 分 41 秒
第 8 位 幸 田 地 区 1 時間 12 分 50 秒
第 9 位 川 添 地 区 1 時間 12 分 53 秒

第 10 位 長 谷 地 区 1 時間 15 分 58 秒
第 11 位 東 中 下 場 地 区 1 時間 16 分 23 秒
第 12 位 米 永 地 区 1 時間 17 分 38 秒
第 13 位 上場・老竹地区 1 時間 18 分 49 秒
第 14 位 停 車 場 地 区 1 時間 20 分 27 秒

【区間賞】

1　区
1.40㎞（小学生フリー）

４分５７秒
入澤　慧伍（中津川）

２　区
2.40㎞（フリー）

７分１６秒
宮田　章也（川　添）

３　区
0.65㎞（小学生女子）

２分１１秒
古川　琴美（鶴　丸）

４　区
1.94㎞（中学生男子）

６分０７秒
石原　寿樹（上川西）

５　区
2.01㎞（フリー）

６分３７秒
植林　駿介（　轟　）

６　区
0.92㎞（40 才以上男子）

２分５２秒
松村　正和（北　方）

７　区
1.32㎞（小学生男子）

４分４６秒
川東　大悟（上川西）

８　区
2.40㎞（フリー）

７分５９秒
丸山　拓馬（上川西）

９　区
0.65㎞（一般女子）

２分０６秒
川地　岬（　轟　）

10　区
1.94㎞（30 才以上男子）

６分１６秒
宇都征史郎（上川西）

11　区
2.01㎞（フリー）

６分３５秒
山口　海斗（下川西）

12　区
1.00㎞（中学生女子）

３分４０秒
川島　芽依（西下場）

【５回出場表彰】
氏　名 地区名 氏　名 地区名

富安　駿斗 鶴　丸 東永　和樹 上川西
久保田千夏 中津川 帖佐　正二 停車場
吉村駿太郎 川　添 川地　岬 轟
久保　貴裕 下川西 久美田詩織 幸　田
本田　航大 下川西 園田志維奈 上　場
宇都征史郎 上川西 亀澤　幸広 長　谷
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【農業振興地域整備計画とは】　
　農業振興地域整備計画は農業の振興を図るべき土地を明らかにし，その土地の農業上の有効利用
と農業振興のための施策を計画的に実行する為に定めた計画です。

【農業振興地域整備計画の全体見直しは何を行うの?】　
　計画の見直しに必要な項目（農用地区域や農業就業人口等）の現状を把握し，将来の見通しにつ
いて，概ね5年ごとに調査を実施します。
　湧水町では，本年度から平成28年度にかけて，整備計画の全体的な見直しを行います。

【現地調査について】
　この見直しに伴い，農用地区域の現地確認調査を行います。
　調査の際に，対象の農用地へ調査員が出向き，現況の確認を行います。皆様のご理解とご協力お
願いいたします。

※農用地区域の除外等の申出の受付停止について
　通常，農用地利用計画の変更の申出は，個別に随時受け付けています。ただし，この見直し期間
中は，変更申出を一時停止いたします。現在農用地区域からの除外（農地への住宅や太陽光施設等
の建設予定のある方）や農用地区域への編入手続きを検討されている方は，農林課へご確認くださ
い。

【農業振興地域（農用地区域）について（イメージ）】

湧水町農業振興地域整備計画の
全体見直しについて

＜現地調査期間＞
　平成 28 年 1 月～平成 28 年 3 月下旬（予定）

＜農用地区域の除外等の申出受付停止期間＞
　平成 28 年 8 月 1 日～平成 29 年３月（予定）

農業用施設用地
（畜舎，農業用倉庫）

農地（田，畑）

農用地区域

農用地区域外 ( 集落など )

森林地域

農業振興地域

採草放牧地

【問い合わせ先】　湧水町役場　　栗野庁舎　　農林課　　0995-74-3111（内線 2235）
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　今年は歩くペースも早く，まだ少し薄暗い朝6時前には無事ゴールしました。
　寒さや眠気ともたたかいつつ，仲間と一緒に貴重な経験を通して，子どもたちも心身ともに
また一つ成長できたのではないでしょうか？
　来年もぜひ，たくさんの子どもたちの参加を団員一同楽しみにしています♪

　　　　　湧水町青年団団員募集！

　本格的に寒い冬がやってきますが，青年団ではまだまだあつ～い活動が盛りだくさん★☆
一緒にイベントを楽しみたい方，湧水町を盛り上げたい方，いつでもお待ちしてます！
対象：
　20代前後～30代前半までの，湧水町に在住もしくは
湧水町青年団活動に参加できる方

　青年団って何するの？と気になる方も，まずはお気軽
にご連絡ください♪

【問い合わせ先】電話：090-3198-4556　（団長　増永）
　　　　　　　　～Facebookページも更新中～　https://m.facebook.com/yusui.seinendan/

夜間歩こう会
～　湧水町青年団　活動報告　～

2015.10.24 ～ 25　
青少年健全育成を目的に， 毎年青年団
が主催する伝統あるイベントです。

　今年は小学 4 年生から中学 3 年生までの子
どもたち 20 名と一緒に，栗野地域約 20km
を歩きました。
　
◁栗野中央公民館で出発式を終えたあと , 夜 9
時頃にスタート！

▽少しひんやりした澄んだ空気の中，元気よ
く歩くこどもたち。降るような星空を見上げ
て，「あっ！」と何度も流れ星を見つける声も
たくさん聞こえてきました (*^_^*) ★

◁半分ほど歩いて
日 付 も 変 わ っ た
頃， 団 員 特 製 カ
レーで少し夜食休
憩…ｚｚｚ

12/24（木）
　サンタクロースに変装した青年団員が , 子ど
もたちのおうちにプレゼントをお届けします。

♥♥ Next 活動予告…
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地域包括支援センターだより

第 2 回　介護予防推進大会

元気まつり
10 月 30日

ｉｎ

吉松体育館

　元気まつりは，心も体も元気教室に参加されている方の，『参加者同士で交流したい』との声から始まった
イベントです。
　今年度は，教室参加者の元気パワーを地域に広げ，湧水町全体を元気にすることを目的として開催しました。
当日は 160 名の参加があり，にぎやかな交流を楽しみました。

　全 20 会場の教室風景写真を展示★
各教室の特色あるパネルに，
皆さん興味津々でした！

　歌を歌ったり手を動かしたりと，脳トレ
を楽しみました★

つなげよう！元気の輪★

各教室パネル展示 レクリエーション

『あんたがたどこさ』の

“さ”の時に隣の人と手

を合わせて叩きます♪

前に出す手はパー，

胸元の手はグー★会話に花が咲きました♪

はら！
こけ写っちょった！

よか顔じゃ～ !!
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元気まつり

　最後は参加者全員で，もも上げやリズム体操などの貯筋運動を行いました。
また，他の教室参加者の方との交流のために，じゃんけん列車も実施。
多くの笑い声が聞こえ，参加者からは大好評でした！！

地域の繋がり，支え合いを大事にし
，

“地域みんなで元気アップ！”を

目指していきましょう★

　認知症の「霧島トメさん」を中心に，
認知症になっても，家族や周囲の理解と
サポートがあれば，役割を持ちながら本
人らしい生活ができることを伝えて下さ
いました。
　参加者からは『感動しました』，『認知
症にかからないように心がけたい』など
の感想が聞かれました。

貯筋運動

たけちゃん一座による認知症劇

県内各地で大好評 !!

笑いあり！
感動あり！

でくいこちゃ
すっとぉ～！
なぁ～！！

　　　【お問い合わせ】　　湧水町地域包括支援センター
　　　　　　　◆栗野庁舎　74-3111　　　　◆吉松庁舎　75-2111

あなたの地区でも

心も体も元気教室
を始めませんか？

全員で元気アップ !! 子どもの頃に
したがね～！
懐かしか～ !!
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期
日
：
10
月
18
日

　
　
　
　
　

場
所
：
鹿
児
島
工
業
高
等
学
校

【
小
学
生
団
体
戦
】

　

準
優
勝　

吉
松
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
　
　
　

期
日
：
10
月
25
日

　
　
　
　
　

場
所
：
伊
集
院
総
合
体
育
館

【
中
学
生
女
子
の
部
団
体
戦
】

　

第
３
位　

吉
松
中
学
校

　
　
　
　
　

期
日
：
10
月
31
日

　
　
　
　
　

場
所
：
栗
野
体
育
館

【
小
学
生
団
体
戦
】

　

優　

勝　

吉
松
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

【
中
学
生
女
子
個
人
戦
】

　

優　

勝　

有
田　

澄　

（
吉
松
中
２
年
）

　

第
３
位　

久
美
田
聖
菜
（
栗
野
中
２
年
）

　
　
　
　
　

期
日
：
11
月
8
日

　
　
　
　
　

場
所
：
吉
松
体
育
館

【
中
学
生
男
子
の
部
団
体
戦
】

　

第
３
位　

栗
野
中
学
校

【
中
学
生
女
子
の
部
団
体
戦
】

　

準
優
勝　

吉
松
中
学
校

　

第
３
位　

栗
野
中
学
校

　
　
　
　
　

期
日
：
11
月
15
日

　
　
　
　
　

場
所
：
伊
集
院
総
合
体
育
館

【
小
学
生
女
子
高
学
年
個
人
戦
】

　

準
優
勝　

二
渡　

舞
琴
（
吉
松
小
６
年
）

　

第
３
位　

有
田
こ
こ
ろ
（
吉
松
小
５
年
）

　
　
　
　
　

期
日
：
11
月
１
日

　
　
　
　
　

場
所
：
愛
知
県
・
三
重
県

　

第
４
位　

早
稲
田
大
学　

　
　
　
　
　
　
　

５
時
間
15
分
36
秒

　
　
　
　
　

永
山　

博
基

　
　
　
　
　
　
　
　

（
１
年
：
北
方
地
区
）

　
　
　
　
　

期
日
：
11
月
７
日

　
　
　
　
　

場
所
：
県
立
鴨
池
陸
上
競
技
場

【
女
子
５
年
走
幅
跳
】

　

第
２
位　

大
熊　

朋
佳　

３
ｍ
90
㎝

　
　
　
　
　

（
栗
野
陸
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

　
　

　
　
　
　
　

期
日
：
11
月
８
日

　
　
　
　
　

場
所
：
伊
集
院
陸
上
競
技
場

【
女
子
中
・
高
・
一
般
走
幅
跳
】

　

第
８
位　

川
島　

芽
依　

４
ｍ
78
㎝

　
　
　
　
　

（
栗
野
中
２
年
）

【
女
子
中
・
高
・
一
般
走
高
跳
】

　

第
６
位　

川
島　

杏
純　

１
ｍ
40
㎝

　
　
　
　
　

（
鹿
児
島
高
１
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

：
西
下
場
地
区
）

第
９
回

　

幸
田
旗
争
奪
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

幸
田
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

育
成
会
（
会
長
：
池
水
康
広
さ
ん
）
主
催
に

よ
る
第
９
回
幸
田
旗
争
奪
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
が
11
月
28
日
に
開
催
さ
れ
、
県
内
の
23
チ

ー
ム
が
参
加
し
て
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
　

　　

試
合
は
、
城
山
運
動
公
園
・
吉
松
小
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
２
会
場
に
分
か
れ
て
予
選
会

を
行
い
、
来
賓
と
し
て
出
席
さ
れ
た
幸
田
小

学
校
の
荒
田
治
校
長
と
米
満
町
長
の
始
球
式

で
始
ま
り
ま
し
た
。　

　

本
町
か
ら
は
、
幸
田
と
吉
松
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
２
チ
ー
ム
が
参
加
し

て
お
り
、
と
も
に
予
選
を
全
勝
し
て
決
勝
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
に
勝
ち
上
が
り
ま
し
た
。
県
内

の
強
豪
と
善
戦
し
、
吉
松
ソ
フ
ト
が
第
３
位
、

幸
田
ソ
フ
ト
が
ベ
ス
ト
６
と
い
う
結
果
と
な

り
ま
し
た
。

▼
試
合
結
果

　

優　

勝　
　

陵　

南
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

準
優
勝　
　

桜
丘
東
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

第
３
位　
　

吉　

松
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

第
３
位　
　

小　

野
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

ベ
ス
ト
６　

幸　

田
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

敢
闘
賞　
　

丸
山
恒
也
（
吉
松
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
38
回
護
国
神
社
奉
納
少
年
剣
道

大
会

鹿
児
島
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
競
技
別
交
歓

大
会 

姶
良
地
区
（
剣
道
競
技
）
予
選
会

第
65
回
妙
円
寺
詣
り
剣
道
大
会

第
４
回
か
し
ん
旗
少
年
剣
道
大
会

第
47
回
全
日
本
大
学
駅
伝

第
15
回
Ｋ
Ｋ
Ｂ
小
学
生
陸
上
フ
ェ
ス
タ

第
５
回
日
置
陸
協
記
録
会

第
11
回
湧
水
町
勝
栗
旗
豊
祭
剣
道
大
会

ゆ
う
す
い 

の

ス
ポ
ー
ツ

（
敬
称
略
）
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くりの図書館に来てね！

　11 月 10 日～ 12 日の３日間，高校
生３名の就業体験学習を受け入れまし
た。
　カウンターでの貸出・返却や本棚の
整理，学校への本の配達など，様々な
仕事を体験しました。栗野幼稚園での
読み聞かせでは，３名が紙芝居を読ん
でくれ，園児も大喜びでした。

　

11
月
11
日
、
栗
野
幼
稚
園
で
お
は
な
し
会
を
行
い

ま
し
た
。
園
児
15
名
と
保
護
者
の
方
々
が
秋
の
絵
本

や
大
き
な
紙
芝
居
に
、
歓
声
を
あ
げ
た
り
手
を
た
た

い
た
り
し
な
が
ら
、
楽
し
く
聞
い
て
く
れ
ま
し
た
。

わ
ら
べ
う
た
や
詩
を
つ
か
っ
た
遊
び
も
紹
介
し
、
元

気
い
っ
ぱ
い
み
ん
な
で
歌
っ
た
り
体
を
動
か
し
た
り

し
て
楽
し
み
ま
し
た
。

霧
島
高
等
学
校
２
年
生

　
　
　
　
　
　
　
　

就
業
体
験
学
習

開館時間：午前１０時～午後６時　　　　　　
休 館 日：毎週月曜日，祝日（ こどもの日，海の日，文化の日を除く ），　毎月第４木曜日，
　　　　   年末年始（１２/ ２８～１/ ４　月曜休館含む）　　問合せ先：７４－１８２１

『
子
う
さ
ぎ

　
　
　

ま
し
ろ
の
お
話
』

　

サ
ン
タ=

ク
ロ
ー
ス
の

住
む
北
の
国
の
お
話
。
ク
リ

ス
マ
ス
の
お
く
り
も
の
を
二

回
も
ら
お
う
と
白
う
さ
ぎ
の

「
ま
し
ろ
」
は
サ
ン
タ
さ
ん

に
あ
る
嘘
を
つ
い
て
し
ま
い

…
。
四
十
年
以
上
多
く
の
人

に
愛
さ
れ
て
い
る
心
温
ま
る

絵
本
で
す
。

『
あ
の
ね
、
サ
ン
タ
の

　
　
　

国
で
は
ね
・
・
・
』

　

サ
ン
タ
さ
ん
の
国
の
ク
リ

ス
マ
ス
・
イ
ブ
ま
で
の
一
年

間
を
楽
し
く
描
い
た
絵
本
で

す
。
サ
ン
タ
さ
ん
達
の
か
わ

い
ら
し
い
姿
に
ク
リ
ス
マ
ス

が
ま
す
ま
す
待
ち
遠
し
く
な

り
ま
す
。

　

人
気
の
邦
楽
や
演
歌
、
ア
ニ
メ
音
楽
、
落
語
や

文
学
作
品
の
朗
読
Ｃ
Ｄ
な
ど
を
30
点
新
た
に
購
入

し
ま
し
た
。

　

ひ
と
り
２
点
ま
で
１
週
間
借
り
ら
れ
ま
す
（
Ｄ

Ｖ
Ｄ
等
と
あ
わ
せ
て
２
点
ま
で
）。ご
自
宅
で
ゆ
っ

く
り
過
ご
す
時
間
や
ド
ラ
イ
ブ
の
際
に
Ｃ
Ｄ
を
楽

し
み
ま
せ
ん
か
。

・
テ
レ
ビ
子
ど
も
の
う
た
！

・
青
春
歌
年
鑑 

演
歌
歌
謡
編

・
Ｔ
ｒ
ｅ
ｅ

（
Ｓ
Ｅ
Ｋ
Ａ
Ｉ 
Ｎ
Ｏ 

Ｏ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｉ
）

・
Ｈ
ｅ
ａ
ｒ
ｔ
Ｓ
ｏ
ｎ
ｇ
（
ク
リ
ス
ハ
ー
ト
）

・
赤
ち
ゃ
ん
の
た
め
の
童
謡

・
落
語
十
八
番
集　
　

な
ど

佐々木たづ／文
三好碩也／絵

ポプラ社

黒井健／絵
松本智年，一色恭子／
原案，加納純子／文

偕成社

栗野幼稚園へ読み聞かせに行ってきました！

　
ク
リ
ス
マ
ス
に

読
み
た
い 

名
作
絵
本

▲中島美奈さん，今村緋菜乃さん，古川聖隆さん
　　 （伊佐）　　　　（町内・木場）　　　（牧園）

12 月 20 日（日）10 時 30 分～
クリスマスおはなし会

　場所：図書館おはなしコーナー
　予約はいりません。お友だちや家族と
いっしょにクリスマスの絵本やおはなしを
楽しみませんか？

おみやげも
あります♪

新
着
Ｃ
Ｄ
入
り
ま
し
た
！
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大切な家族が認知症になる，そのとき，あなたはどうしますか？
不安や悩み・・・ひとりで抱え込もうとしていませんか？
同じ介護者という立場の人たちで，不安に思っていることや介護の仕方などお話ししたり，楽しみを分け合っ
たりしませんか？
ゆっくり，お茶でも飲みながらみなさんの交流の場としてご利用ください。

オランジュ★カフェ
☆ 認知症疾患医療センターだより ☆

～ 認知症 介護家族の集いの場 ～

日　時

場　所

対象者

参加費

１２月２２日 （火）
 １０ ： ００～１２ ： ００

 ✿いきいきセンター　研修室

 ✿認知症の方を介護されている家族

 ✿無　料

認知症疾患医療センター　栗野病院　☎７４－１１４０
湧水町地域包括支援センター　　　　☎７４－３１１１　申込み・問合せ先

問 合 せ 先 栗野庁舎　商工観光課　℡　0995-74-3111 内線 2222

　星のさんぽ道イルミネーションは，今年で
１９回目となりました。１5 万球の星の世界を
お楽しみ下さい。

【イルミネーション点灯期間及び点灯時間は】
平成 2８年 1月 7日までの 17：30 ～ 22：00
です。（雨天時も点灯します。）
点灯期間中はうどん，たこ焼き等の軽食ができ
るお店が出店されます。

～イベント information ～
　１２月２３日（水）１９：００
　クリスマスイベント　メイン会場
☆ミニコンサート☆プレゼント配布（数量限定）etc

星のさんぽ道イルミネーション

Open!
!
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●年末・年始のごみ出しは計画的に● 湧
水
町
衛
生
普
及
会
だ
よ
り 

56

年末・年始のごみ収集計画は次のとおりです。
年末になると各施設では，ごみを搬入される方で大変混み合うため，
計画的に早めの搬入にご協力をお願いいたします。

ごみを出すときは , 再度『家庭ごみの分け方・出し方』を確認し，　　
正しいごみの出し方にご協力をお願いいたします。

 ●違反ごみの状況について
　各ごみステーション（収集所）に出される可燃ごみや
資源ごみについては，出し方や分け方が間違っていると
収集されずに，違反内容が記載されたシールを貼られ，
そのままごみステーションに残されることになります。
　そのような違反ごみの中から特に多く見受けられるも
のが『指定袋外の袋（レジ袋等）』で出されたごみです。
町の指定袋は「このごみは 湧水町の住民のごみですよ。」
ということを証明するものです。必ず町の指定袋を使っ
てごみを出しましょう。　

　不燃・資源・有害・粗大ごみの直接搬入ができ
ます。ただし，可燃ごみは搬入できません。
年末  １２月３０日（水）まで，
年始  　１月   4 日（月）から
・住所　湧水町木場３３０１番地１
　　　  ℡　０９９５- ５４- １２００
・年末年始休館日
　　　　　　１２月３１日（木）～１月３日（日）
・休館日　 　毎週日曜日
・搬入時間　８：３０～１６：３０
・手数料　 　無料
　※処理困難物等については別途処理費用がかかります。

　可燃・不燃・資源・有害・粗大ごみの搬入がで
きます。
年末  １２月３０日（水）まで，
年始  　１月   ４日（月）から
・住所　伊佐市菱刈南浦８８０番地５６
　　　  ℡　０９９５- ２４- １５００
・年末年始休館日１２月３１日（木）～１月３日（日）
・休館日　　毎週土曜日
・搬入時間　８：３０～１６：３０
・手数料　   ３０㎏以上は有料  10㎏ごと８０円
※処理困難物等については別途処理費用がかかります。

【注意】12月30日は大変込み合うことが予測されますの
　　　で早めの搬入にご協力下さい。

年末最終収集日
１２月28日（月）

年始の収集開始日
１月4日（月）

※12月31日㈭の収集はありません。

年始の資源収集日
1月  5日(火）北方・轟・幸田・米永地区
1月  8日(金） 川東地区
1月12日(火）上場・老竹・長谷
　　　　   東中下場・西下場地区                  
1月15日(金）川西地区

【三州リサイクルセンター】

【可燃ごみ】 【資源ごみ】

【伊佐北姶良環境管理組合（未来館）】

レジ袋で出された違反ごみ
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原動機付自転車及び二輪車等
　原動機付自転車及び二輪車等は，平成２８年度から既に登録されている車両も含め，すべての
車両の税率が引き上げられます。

四輪以上及び三輪の軽自動車
① 平成２７年３月３１日以前に取得されている車両及び新車新規登録済みの車両は変更ありません。
② 平成２７年４月１日以後に新車新規登録される車は「平成２７年４月１日以後」のとおりとなり

ます。
③ 最初の新規登録から１３年を経過した四輪以上及び三輪の軽自動車は，平成２８年度分以後の軽

自動車税について適用となります。
 

　  

    
 軽自動車税のグリーン化特例

【適用期間】・平成27年4月1日～平成28年3月31日
【適用内容】・適用期間中に初めて車両番号の指定を受ける減税対象車(三輪以上の軽

自動車)を取得する場合に限り，当該年度の翌年度(平成28年度)分につい
て特例措置が適用される。

軽自動車税の税率変更について

　平成２６年度の税制改正により，平成２８年度から
軽自動車税の税率変更が行われます。

種別 変更前 変更後

原 動 機 付 自 転 車

50cc 以下 1,000 円 2,000 円

50cc 超 90cc 以下 1,200 円 2,000 円

90cc 超 125cc 以下 1,600 円 2,400 円

ミニカー 2,500 円 3,700 円

二 輪 の 軽 自 動 車 125cc 超 250cc 以下 2,400 円 3,600 円

小 型 特 殊 自 動 車
農耕作業用自動車 1,600 円 2,400 円

その他のもの 4,700 円 5,800 円

二輪の小型自動車 （250cc 超） 4,000 円 6,000 円

種別 平成 27 年 3 月 31 日以前
の新車新規登録車両　①

平成 27 年 4 月 1 日以後の
新車新規登録車両　②

13 年超 ※
（28 年度以降）　③

四輪

乗 用・ 自 家 用 7,200 円 10,800 円 12,900 円

乗 用・ 営 業 用 5,500 円 6,900 円 8,200 円

貨物用・自家用 4,000 円 5,000 円 6,000 円

貨物用・営業用 3,000 円 3,800 円 4,500 円

三輪 3,100 円 3,900 円 4,600 円
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桃
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第
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※
入
賞
者
以
上
を
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

廃車手続きができていない軽自動車はありませんか？
　軽自動車（三輪，四輪の軽自動車・125ｃｃを超える二輪車，小型二輪車）は軽自動車検査協会を通
じて廃車手続きをしなければなりませんが，下記のような理由で廃車手続きができない場合，必要書類
の提出で課税を抹消できる場合があります。（ただし，軽自動車検査協会での登録は残ります）
　また，下記以外の理由でも課税することが適当でないと認められる場合，課税抹消できる場合があり
ますので，ご相談ください。

課税抹消できる主なケース 必要書類
紛失または解体 ・亡失届（役場にあります）

・解体証明書または自動車リサイクル法に基
づく取引書（インターネットから画面印刷で
きます）

火災，天災，事故に伴う破損 ・亡失届
・罹災を確認できる書類等

盗難 ・亡失届
・警察署の届出受理番号

譲渡または売却 ・亡失届
・譲渡または売却を証明する書類

【問い合わせ先】　　　　　　　湧水町役場　税務課　74－ 3111（内線 2143）

姶
良
地
区
中
学
校

新
人
体
育
大
会
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11
6

10
25

ＣＭ大賞審査会が
開催されました。

町ＰＴＡバレー
　　　親睦を図る

　

本
町
は
毎
年
、Ｋ
Ｋ
Ｂ
鹿
児
島
放
送
主
催
の

「
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
」に
参
加
し
て
、町
の
魅
力

を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。14
回
目
と
な
る
今
年
は
、

県
内
27
の
自
治
体
が
参
加
し
、本
町
は
ス
カ
イ
ス

ポ
ー
ツ（
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
）な
ど
を
手
が
け
る

町
内
の
㈲
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ（
代
表
：
吉
満
幸

二
さ
ん
）の
協
力
の
も
と
、大
空
を
手
軽
に
、そ
し

て
ル
ー
ル
を
守
っ
て
安
全
に
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
こ
と
を
伝
え
る
Ｃ
Ｍ（
30
秒
）を
制
作
し
ま

し
た
。こ
れ
ま
で
製
作
し
た
Ｃ
Ｍ
は
Ｋ
Ｋ
Ｂ
鹿
児

島
放
送
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
の

で
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

　

阿
波
井
堰
改
築
工
事
が
本
年
７
月
に
竣
工
し
、い
よ
い
よ
旧
阿
波
井
堰
が
撤
去
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。11
月
26
日
、撤
去
を
前
に
地
域
住
民（
約
１
０
０
名
が
参

加
）を
招
い
て
現
場
見
学
会
が
開
催
さ
れ
、川
内
川
河
川
事
務
所
の
担
当
者
か
ら
工
事

概
要
等
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は
、施
設
の
圧
倒
的
な
大
き
さ

や
最
新
の
技
術
が
導
入
さ
れ
た
設
備
に
対
し
て
驚
き
と
喜
び
の
声
が
多
く
聞
か
れ
、

増
水
時
の
対
応
な
ど
積
極
的
に
質
問
し
て
い
ま
し
た
。旧
堰
は
発
電
や
灌
漑
用
水
取

得
の
た
め
に
大
正
８
年
に
設
置
さ
れ
、上
流
地
域
の
洪
水
の
一
因
に
な
っ
て
い
た
こ

と
か
ら
、可
動
堰
へ
の
改
築
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
（
会
長
：
境
田
公
明

さ
ん
）主
催
の
親
睦
球
技（
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

大
会
が
吉
松
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
町
内
の
小
中
学
校
に
児
童
生
徒
を
持

つ
保
護
者
と
教
職
員
で
組
織
さ
れ
る
社
会
教
育

団
体
の
連
合
組
織
で
、
お
互
い
の
親
睦
を
図
る

た
め
に
毎
年
球
技
大
会
と
懇
親
会
を
実
施
し
、

健
全
な
青
少
年
育
成
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。　

　

球
技
大
会
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
Ａ
か
ら
Ｃ

の
コ
ー
ト
別
に
試
合
が
行
わ
れ
、
栗
野
中
学
校

１
年
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
吉
松
中
学
校
２
年
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
吉

松
小
学
校
６
年
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
ま

し
た
。

このコーナーでは皆さまからの情報をお待ちしております。☎74－3111（内線2216） ゆうすいの話題

　

本
町
は
こ
れ
ま
で
第
二
次
行
政
改
革
大
綱
に
基
づ

い
て
、行
政
組
織
の
効
率
化
と
経
費
節
減
に
取
組
み
、

住
民
参
画
と
協
働
の
推
進
や
自
立
性
の
あ
る
行
政
運

営
の
確
保
な
ど
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
同
計
画
が
平

成
27
年
度
末
を
も
っ
て
期
間
満
了
す
る
こ
と
か
ら
、

町
で
は
次
期
大
綱
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、
最
小
の

経
費
で
最
大
の
効
果
を
上
げ
る
と
い
う
地
方
自
治
運

営
基
本
原
則
の
も
と
「
未
来
に
つ
な
ぐ
開
か
れ
た
行

政
の
推
進
」
を
改
革
の
基
本
理
念
と
し
た
大
綱
（
案
）

を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
の
大
綱
（
案
）
は
、
町
が
作

成
し
た
原
案
に
対
し
て
、
住
民
意
見
募
集
制
度
（
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）
を
活
用
し
て
、
住
民
の
皆
様

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
を
反
映
さ
せ
て
作
成
し
て

お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
大
綱
（
案
）
を
町
内
の
学
識
経
験
者
12
名
で
組
織
す
る
町
行

政
改
革
推
進
委
員
会
（
会
長
：
恒
岡
誠
氏
）
へ
諮
問
し
、
内
容
や
計
画
の
方
向

性
を
審
議
・
調
査
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、「
協
働
に
よ
る
行
政

経
営
の
推
進
」・「
効
率
的
・
効
果
的
な
行
政
運
営
の
実
現
」・「
経
営
基
盤
の
強

化
と
財
政
健
全
化
」
の
３
つ
の
基
本
方
針
を
盛
り
込
ん
だ
第
三
次
湧
水
町
行
政

改
革
大
綱
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
基
づ
い
て
積
極
的
な
行
政
改
革
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

次
期
行
政
改
革

　
に
着
手
し
ま
す

▲２基の制水ゲート（23 ｍ× 2 基）と取水口
( 農業・発電用 )，魚道などを整備。

本年７月に竣工した阿波井堰

約１００年ぶりに現れた
　　　　　　旧阿波井堰の川底

▲撤去される旧阿波井堰（上流側から撮影）
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発見楽しみ工房
　申込は，当日の申込の他 , 電話・ＦＡＸによる事前の申込もできます。
その際は，代表者のお名前と参加人数をお知らせください。

第178回 「民族楽器・レインスティック作り」
　紙筒の中に細工を施し，柔らかな雨のような音がする民族楽器を作りま
す。自然素材を使って自分だけのエスニック装飾の楽器作りにチャレンジ
しよう！
日　時／平成28年1月16日（土）13：30 ～ 15：30
講　師／鹿児島県立南薩養護学校　德田　景　先生
定　員／ 20名（年齢制限はなく,どなたでも気軽に参加できます。)
参加料／入園料の他に２００円

年末年始休園のお知らせ
年末年始の開園日を下記の通りご案内申し上げます。なお，開園時間は
通常通りとなっております。
12月28日（月）～１月２日（土）　年末年始のため休園
 １月 ３日（日）　開園
 １月 ４日（月）　休園日
 １月 ５日（火）　開園

2015.12/6（日） ▼ 2016.2/14（日）
月曜日休園

（祝日の場合は翌日休園）

ニキ・ド・サンファル
《青色のドーン》1995 年

　鹿児島県霧島アートの森では，屋内の収蔵作家38人
の作品を，テーマを決めてコレクション展として展示・公
開しています。国内外で広く活躍している現代作家の多
様な素材による作品を，作品解説カードを手がかりに，作
品との対話を楽しみながら鑑賞できる空間になっていま
す。
　ニキ・ド・サンファル（1930-2002）は，フランス女性
アーティストです。ライフルの射撃により塗料の入った
缶や袋を打ち抜き，飛び散り，したたる塗料によって描

く，レリーフ状の「射撃絵画」がニ
キの初期の代表作です。当館所蔵
の《青色のドーン》は「ナナ」シリー
ズの一つで，ニキは友人の妊娠した
姿からインスピレーションを得て，
1965年からこのシリーズを作り
始めました。豊穣な女性の形や躍動
感，明るい色彩が見どころです。な
お，本作のタイトルにある「ドーン」
はニキのひ孫の女の子の名前です。

平成 27 年 11 月（第 176 回）
の発見楽しみ工房の制作風景　
　鹿児島市立西陵中学校の森重美香先生と
一緒に，切り絵とセロファンをラミネート
してボックスアートをつくりました。

開園時間　9:00 ～ 17:00（入園は 16:30 まで）                     
観 覧 料   一般 /310(240) 円，高大生 /200(160) 円，小中生 /150(120) 円
　　　　　（　　）内は前売り又は 20 人以上の団体料金

【申込み・お問い合わせ先】霧島アートの森　☎	74	－	5945

【湧  水  町  長  賞】　澤江　春美　　栗野小６年年

【湧水町教育長賞】　岡園　さくら　吉松小５年

【１　　　　　席】　下新原愛音　　栗野小４年　　【販売所長賞】　正竹　優琉　　栗野小４年

【２　　　　　席】　福満　あかり　栗野小５年　　【販売所長賞】　宮園　理紗子　栗野小６年

【２　　　　　席】　田原　妃菜　　轟　小６年

【秀作賞・奨励賞】　駒走　玲奈　　松陽高２年

【優　　秀　　賞】　荒田　竜矢　　栗野中３年　

【努　　力　　賞】　田底　真依　　栗野中２年　，　駒走　玲音　　栗野中３年　　（敬称略）

おめでとうございます。さらなる活躍を期待いたします。

２０１５　霧島・湧水地区新聞 “ よむのび ” 作文コンクール 主催：南日本新聞霧島湧水地区南日会

主催：県高等学校文化連盟／県高等学校美術工芸教育研究会／県高等学校美術連盟

主催：南日本新聞社

第６６回　鹿児島県高校美術展

第３４回　南日本中学生英語弁論大会

コレクション展パートⅢ
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クリスマスの起源を辿って

ジョシュア・リオンの国際交流日記

屋久島ハイキングについて

　１２月になり，クリスマスが近づいてきました。イルミネーション
やサンタクロースなどクリスマスのファンタジー的な魅力は国境を
越えて，世界中の多くの国で祝うようになりました。クリスマスは，ハ
ロウィンと同様，何千年もの歴史の中で形も意味も変わってきまし
た。そこで今回は，クリスマスの由来について話したいと思います。

「クリスマス」は，元々「キリストのミサ」という意味を持ち，キリスト
教におけるイェス・キリストの誕生を祝う祭りとされています。しかし，クリスマスにまつわる習慣の中
ではキリスト教と関係ないものが多いのです。例えば，プレゼントを交換する習慣は古代ローマの「サー
トゥルナーリア祭」から由来するものらしいです。この祭りは冬至と重なり，お天道様の帰りを毎年１２
月２５日に不滅の太陽である守護神の誕生日として祝ったとされています。ローマ帝国は４世紀にキリ
スト教に改宗し，１２月２５日をイェス・キリストの誕生を祝う日と新たに定めました。日にちが従来の
祭りと重なった理由は，キリスト教を民衆に受け入れやすくするためだったと考えられています。
　イェスの本当の誕生日ははっきりと記録されていませんが，１２月２５日であるとはとても考えにく
いところがあります。イェスはイスラエルにあるベスレヘムという町で生まれたとされ，ルカの福音書に
はその夜「羊飼いたちが、野宿で夜番をしながら羊の群れを見守っていた」とあります。しかし，１２月は
寒く，野原の草が枯れているところなので，当時の羊飼いが外で羊を飼うのにとても珍しい時期とされて
います。また，同じルカの福音書に記録されているイェスの親戚「洗礼者ヨハネ」が誕生した経緯が手掛か
りになります。彼の誕生日は３月下旬だと思われ，イェスがその６ヵ月後，つまり９月下旬に生まれたと
されています。この説は，羊飼いの話とも合致します。
　今回の話はここまでですが，クリスマスの由来を少し知っていただけましたでしょうか？みなさんが
楽しい年末年始を過ごせることを願っています。それでは，また来年お会いしましょう。

　　

　みなさんこんにちは。去年の１２月は，オーストラリアのクリスマ
スについて書いたので，今月は映画の紹介をしたいと思います。今回
は最近観た「インサイド・ヘッド」という映画を紹介します。
あらすじ
　「インサイド・ヘッド」は，ピクサー・アニメーション製作の最新作で
す。主人公は11歳のアメリカ人の少女，ライリーです。ライリーは，ミ
ネソタで幸せに暮らしていましたが親の都合でサンフランシスコに引っ越すことになり，友達や大好きな
ものから離れてしまいます。
　ライリーの頭の中では５人の「感情」，ヨロコビ，カナシミ，ムカムカ，イカリ，ビビリが暮らしていて彼女
の気分を管理しています。ヨロコビは5人のリーダーで，ライリーがいつも幸せでいて欲しいと願っていま
す。しかしライリーは，サンフランシスコの新しい学校に転校し，初日の授業で泣くと，ヨロコビとカナシ
ミが衝突して彼女の頭の中から出されてしまいます。続きは，是非映画をご覧下さい。
私の感想
　登場人物のやりとりがとても面白くて，誰もが経験する「感情同士のぶつかり合い」が上手に描かれてい
ます。また頭の中の舞台となった思考回路，想像と記憶など人間の心理機能が創造的に描かれていて素敵
だと思いました。
私にとってこの映画の教訓は，悲しむことは拒絶するべきものじゃなくて大切な人間性の一つなんだと思
います。その悲しい思いを信頼できる人に打ち明けるのはとても大事だと思います。このメッセージは子
供にはまだわからないかもしれませんが，親子でこの映画を見て自分の感情のことを話し合えたらいいと
思います。
　今回も読んでいただいてありがとうございました。幸せに満ちたクリスマスとお正月をお過ごしくださ
い。新年は，みなさんが大切な人たちと嬉しいことと悲しいことを分かち合えたらいいと思います。来年も
よろしくお願いします。

シェリルの映画コーナー

「インサイド・ヘッド」の紹介
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　　問い合わせ先	

国
保
だ
よ
り

　保健衛生課（栗野庁舎）　TEL：74－ 3111（内線 2123）　　
　住民福祉課（吉松庁舎）　TEL：75－ 2111（内線 3117）
　栗野保健センター　　　		TEL：74－ 3120

　毎日，健康な暮らしができていれば，医療費はかかりません。医療費節約の一番の方
法は，わたしたち一人ひとりが健康でいることです。下記を参考に毎日の生活習慣を見
直して，しっかりと自己管理をしましょう

食生活を改善しましょう
　必要な栄養をバランスよくとることが，毎日の食生活の基本です。過食や偏食に注意して正しい
食生活を身につけましょう。

Point ☞

○朝食ぬきはやめて1日3食規則正しくとるようにしましょう。
○腹八分目を意識しましょう。
○野菜は，がん・脳卒中・老化・骨粗しょう症などを防ぐ働きがありますから，1日350ｇ以

上を目標にたくさんとるようにしましょう。
○食塩のとりすぎは高血圧を招き，さまざまな病気の要因になります。1日に男性9.0ｇ未満，

女性7.5ｇ未満を目標に減塩を心がけましょう。
○カルシウム不足は骨粗しょう症の原因ともなります。意識してたくさんとるようにしま

しょう。

運動を習慣づけましょう
　適度な運動をすることでからだは丈夫になります。適度な運動を習慣づければ，減量もできて生
活習慣病の予防・改善にも大きな効果があります。まずは日常生活の中でからだを動かす習慣を身
につけ，ウォーキングなどの手軽な運動に取り組んでみましょう。

Point ☞

○掃除洗濯など，からだを大きく動かして行いましょう。
○なるべくやエレベーターやエスカレーターは使わず階段を使いましょう。
○30分～1時間を目安に，無理しない範囲でウォーキングに取り組みましょう。
○スポーツやハイキングなど，からだを動かす趣味を見つけましょう。
○起床や就寝時，またテレビを見ながら筋トレやストレッチを行いましょう。

11月23日の秋まつりの日にウォーキング教室を開催しました。
好天に恵まれ，とても良いウォーキング日和でした。はじめに体
操でからだをほぐし，その後3.4kmのウォーキングを行いました。
　保健衛生課ではウォーキング教室，月1回の運動教室（げんき
湧くわく教室）を行っています。運動を習慣づけたい方，効果的
な運動を知りたい方など是非参加してみてください。

日　程 会　場
１月   ７日（木） 吉松保健センター
１月２１日（木） 栗野保健センター
２月   ４日（木） 吉松保健センター
２月１９日（金） 栗野保健センター
３月   ３日（木） 吉松保健センター
３月１８日（金） 栗野保健センター

ウォーキングを楽しもう！ in 秋まつりを開催しました げんき湧くわく教室日程

健康づくりは一番の
医療費節約法です！

※時間は , 全て午前 9 時～午前 11 時まで
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の
つ
ま　
　
　

福
田
三
四
五

登
り
着
き
さ
っ
と
視
界
が
開
け
ゆ
く
陽
に
囲
ま
れ
る
竜
胆
の
群
れ　
　
　
　
　
　
　

鬼
塚　

文
雄

今
は
亡
き
友
し
の
び
つ
つ
千ち
ど
り
だ

鳥
田
へ
秋あ
き
さ
め雨
の
中
柚ゆ

ず子
が
た
わ
わ
に
香か
お

り
た
つ　
　
　

竹
中
セ
ツ
子

　
川
　
　
柳

老
眼
鏡
ひ
も
と
く
紙
面
小
半
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
園
ふ
く
え

温
暖
化
進
み
未
来
を
憂
慮
す
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
堀　

松
枝

人
生
の
下
り
坂
で
も
明
日
を
待
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
元　

芳
子

計
画
も
実
ら
ぬ
ま
ゝ
に
歳
の
暮
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
元　

節
子

　
俳
　
　
句

椋
の
実
を
噛
み
少
年
に
還
り
け
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

綾
織　

統
一

蕎
麦
の
花
雲
の
尻
尾
の
触
れ
て
ゆ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

綾
織　

統
一

　
薩
摩
狂
句 

（
唱
）
福
田
三
四
五  

良
か
世
間
ネ
ッ
ト
一ひ
と

っ
で
入い

い
情じ
ょ
う
ほ報　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

田
島
総が
ん
ぶ
い

入
歯

　
（
唱
）
便
利
じ
ゃ
っ
た
い
危(

あ
ん)

ね
か
っ
た
い

大
掃
除　

背へ

つ
中
痛
が
発で

お症
ど
ん
餅も
っ

の
た
め　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    

ち
ょ
っ
し
も
た

　
（
唱
）
何な
い

じ
ゃ
彼か

い
じ
ゃ
で
一い
っ
ね
ん年
過
ぎ
っ

も
う
今き

ゅ日
ど
ま
菜
っ
葉ぱ

ん
汁
し
ゅ
い
と
唐か
い
も
め
し

芋
御
飯　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    

店
ん
幸さ
っ

ち
ゃ
ん

　
（
唱
）
御ご

っ

そ
馳
走
続
っ
の
年ね
ん
ま
っ末
じ
ゃ
れ
ば

・
こ
の
「
湧
水
文
芸
」
コ
ー
ナ
ー
に
句
を
掲
載
し
た
い
方
は
、
毎
月
20
日
ま
で
に

栗
野
中
央
公
民
館
ま
で
お
届
け
く
だ
さ
い
。

・
読
み
づ
ら
い
熟
語
等
に
は
読
み
仮
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

中央公民館作品展示の案内

栗 野 栗野書道教室 12月12日～ 1月10日

吉 松 湧水水墨画教室 12月12日～ 1月10日

活動内容
　主な活動は，夏祭りや秋まつり文化祭への参加
に加え，施設のボランティア訪問等です。
　毎週水曜日に，ストレッチを交えてちょっぴり
汗をかき，おしゃべりと笑いの絶えない楽しいグ
ループです。
　もう少し人数が増えて，フェスティバルでも開
けたらいいな‼　　　　（現在学級生は 9 名）

栗野レクレーションダンス教室

▲

学
級
生

敬老会に参加

開催日時　毎週水曜　２０：００～２１：３０
開催場所　栗野中央公民館
連  絡 先　栗野中央公民館　℡ ７４ - ４３１３
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　町などからのお知らせや
募集などの情報をお届け
します。

今
冬
に
お
け
る
節
電
へ
の
ご
協

力
に
つ
い
て

　

今
冬
に
お
け
る
節
電
に
つ
い
て
は
、

お
客
さ
ま
の
生
活
・
健
康
や
経
済
活

動
に
支
障
の
な
い
範
囲
で
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
期
　
間

　

平
成
28
年
３
月
31
日（
木
）ま
で
の

平
日（
※
年
末
年
始
を
除
く
。）

▼
節
電
時
間
帯

　

午
前
８
時
～
午
後
９
時

▼
問
合
せ
先
　
　

　

九
州
電
力（
株
）霧
島
営
業
所

　

☎
０
１
２
０

－

９
８
６

－

８
０
３

感
電
事
故
防
止
に
つ
い
て

　

年
末
年
始
を
迎
え
、凧
揚
げ
を
す

る
機
会
が
増
え
ま
す
。毎
年
、電
線
に

凧
が
か
か
る
事
案
が
後
を
絶
た
ず
、

電
柱
や
鉄
塔
へ
の
昇
塔
に
よ
る
事
故

の
発
生
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

凧
な
ど
が
電
線
に
引
っ
か
か
っ
た

場
合
や
切
れ
た
り
、下
が
っ
た
電
線

を
見
つ
け
た
場
合
は
絶
対
に
近
づ
か

ず
、九
州
電
力
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

▼
問
合
せ
先

　

九
州
電
力（
株
）霧
島
営
業
所

　

☎
０
１
２
０

－

９
８
６

－

８
０
３

水
道
管
の
凍
結
防
止
に
つ
い
て

　

こ
れ
か
ら
本
格
的
な
寒
さ
が
到
来

し
ま
す
。水
道
管
は
気
温
が
マ
イ
ナ

ス
４
度
以
下
に
な
る
と
凍
結
し
、破

裂
す
る
可
能
性
が
非
常
に
高
く
な
り

ま
す
。市
販
の
保
温
材
や
凍
結
防
止

帯
を
巻
く
な
ど
、凍
結
防
止
対
策
に

心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　

万
一
、蛇
口
や
水
道
管
が
破
裂
し

た
場
合
は
、ま
ず
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク

ス
内
の
止
水
栓
を
閉
め
、水
の
流
れ

を
止
め
て
く
だ
さ
い
。

　

修
理
は「
湧
水
町
水
道
事
業
指
定

給
水
装
置
工
事
業
者
」に
ご
依
頼
く

だ
さ
い
。※
詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

　

役
場
栗
野
庁
舎　

水
道
課

　

☎
０
９
９
５

－

７
４

－

３
１
１
１

「
年
末
年
始
の
交
通
事
故
防
止
運

動
」を
実
施
し
ま
す

　

｢

年
末
年
始
の
交
通
事
故
防
止
運

動｣

を
展
開
し
ま
す
。

▼
運
動
期
間

　

平
成
28
年
1
月
10
日（
日
）ま
で

▼
ス
ロ
ー
ガ
ン

　
「
年
末
年
始　

マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
で　

事
故
防
止
」

▼
運
動
の
最
重
点

○
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

▼
運
動
の
重
点

○
早
朝
、夕
暮
れ
時
、夜
間
に
お
け
る

交
通
事
故
防
止

○
飲
酒
運
転
の
根
絶

○
後
部
座
席
を
含
め
た
全
て
の
座
席

の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

※
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
と
マ

ナ
ー
を
正
し
く
守
り
、年
末
年
始
を

無
事
故
で
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
先

　

県
庁
生
活
・
文
化
課

　

☎
０
９
９

－
２
８
６

－

２
５
２
３

県
労
働
委
員
会
委
員
に
よ
る

「
労
働
に
関
す
る
無
料
相
談
会
」

の
ご
案
内

　

県
労
働
委
員
会
委
員【
公
益
委
員

（
弁
護
士
等
）、労
働
者
委
員（
労
働
組

合
役
員
等
）、使
用
者
委
員（
会
社
経

営
者
等
）】が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

労
働
者
、事
業
主
の
ど
な
た
で
も
、お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
　
時

　

毎
月
第
４
火
曜
日

　

午
後
２
時
30
分
～
午
後
５
時

（
受
付
け
は
、午
後
４
時
30
分
ま
で
）

※
来
庁
で
き
な
い
方
は
、電
話
に
よ

る
相
談
も
で
き
ま
す
。

▼
場
　
所

　

県
庁
労
働
委
員
会（
県
庁
15
階
）

　
（
鹿
児
島
市
鴨
池
新
町
10
番
１
号
）

▼
相
談
事
例

　

解
雇
・
雇
止
め
・
配
置
転
換
・
賃
下

げ
・
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど

▼
申
込
み

　

不
要（
予
約
可
能
）

▼
問
合
せ
先

　

県
労
働
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
９
９

－

２
８
６

－

３
９
４
３

県
立
姶
良
高
等
技
術
専
門
校
の

一
般
入
校
生（
Ｃ
日
程
）の
募
集

に
つ
い
て

　

平
成
28
年
度
の
一
般
入
校
者
を
募

集
し
ま
す
。

▼
募
集
科
目

　

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
科

　
　

定
員
20
名（
訓
練
期
間
２
年
）

　

情
報
処
理
科

　
　

定
員
20
名（
訓
練
期
間
２
年
）

▼
応
募
資
格

　

高
等
学
校
卒
業
者（
見
込
者
を
含

む
）、こ
れ
ら
と
同
等
以
上
の
学
力
を

有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者

▼
出
願
書
類

　

入
校
願
書（
写
真
貼
付
）・
学
校
調

査
書
・
願
書
貼
付
以
外
に
写
真
１
枚

（
縦
４
×
横
３
㎝
）

▼
願
書
締
切
日

　

平
成
28
年
１
月
15
日（
金
）

　
（
消
印
有
効
）

▼
選
考
会
場

　

県
立
姶
良
高
等
技
術
専
門
校

　
（
姶
良
市
西
餅
田
１
１
２
０
）

▼
選
考
日

　

平
成
28
年
１
月
29
日（
金
）

　

※
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、再

度
選
考
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

▼
願
書
提
出
先・問
合
せ
先

　

県
立
姶
良
高
等
技
術
専
門
校

　

☎
０
９
９
５

－

６
５

－

２
２
４
７

県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会

職
員（
保
健
師
）採
用
試
験
の
実

施
に
つ
い
て

▼
採
用
人
員

　

１
人

▼
採
用
年
月
日

　

平
成
28
年
４
月
１
日

▼
採
用
条
件

　

昭
和
51
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
、保
健
師
の
資
格
を
有
し
、５
年
以

上
の
保
健
師
と
し
て
の
実
務
経
験
の

あ
る
人

▼
試
験
日

○
一
次
試
験

　

１
月
24
日（
日
）

○
二
次
試
験（
面
接
）

　

２
月
18
日（
木
）

▼
試
験
場
所

　

ホ
テ
ル
ウ
ェ
ル
ビ
ュ
ー
か
ご
し
ま

（
鹿
児
島
市
与
次
郎
二
丁
目
４
ー
25
）

▼
申
込
方
法

　

左
記
書
類
を
提
出

⑴
履
歴
書（
経
歴
な
ど
詳
細
に
記
載
）

⑵
保
健
師
免
許
証
の
写
し

◎
提
出
書
類
に
つ
き
ま
し
て
は
返
却

い
た
し
ま
せ
ん

◎
職
員
選
考
以
外
の
目
的
に
は
使
用

い
た
し
ま
せ
ん

▼
申
込
締
切

　

平
成
27
年
12
月
25
日（
金
）

▼
申
込
先・問
合
せ
先

　

鹿
児
島
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連

合
会　

総
務
課

　

〒
８
９
０

－

０
０
６
４

　

鹿
児
島
市
鴨
池
新
町
７
番
４
号

　

☎
０
９
９

－

２
０
６

－

１
０
２
８

Infomation
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12/16 水
　　心も体も元気教室　元気アップコース

（9：30～ 11：00）
　　温泉健康相談（13：00～ 16：00）

12/31 木 　　休館日

12/17 木

　　心も体も元気教室　一生元気コース
（13：30～ 15：00）

　　げんき湧くわく教室
（9：00～ 11：00　受付8：45～）

１/ １ 金 　　　　休館日

12/18　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金

　　心も体も元気教室　貯筋アップコース
（13：30～ 15：00）

資源ごみ収集日（川西地区）	 	 １/ ２ 土 　　休館日

12/19 土 １/ ３ 日 　　休館日

12/20 日 　　クリスマスおはなし会　10:30 ～　
おはなしコーナー １/ ４ 月

　　母子健康手帳交付（10：00～ 11：00）
　　※要予約
　　休館日

12/21 月

　　心も体も元気教室　貯筋アップコース
（9：30～ 11：00）

　　母子健康手帳交付（10：00～ 11：00）
　　※要予約
　　　　休館日

１/ ５ 火
　　心も体も元気教室　貯筋アップコース

（13：30～ 15：00）
資源ごみ収集日（北方・轟・幸田・米永地区）

12/22 火

　　心も体も元気教室　元気アップコース
（9：30～ 11：00）

　　心も体も元気教室　元気アップコース
（13：30～ 15：00）

資源ごみ収集日（上場・老竹・長谷・東中下場・
西下場地区）

１/ ６ 水 　　母子相談（受付14:00 ～ 14:30）
　　※時間厳守

12/23 水 　　休館日 １/ ７ 木

　　心も体も元気教室　元気アップコース
（9：30～ 11：00）

　　げんき湧くわく教室
（9：00～ 11：00　受付8：45～）

12/24 木 　　休館(館内整理日)	 １/ ８ 金
　　心も体も元気教室　一生元気コース

（13：30～ 15：00）
資源ごみ収集日（川東地区）

12/25 金 資源ごみ収集日（川東地区） １/ ９ 土
12/26 土 １/１０ 日
12/27 日 １/ １1 月 　　休館日	 	

12/28 月
　　母子健康手帳交付（10：00～ 11：00）
　　※要予約
　　休館日

１/12 火

　　心も体も元気教室　貯筋アップコース
（9：30～ 11：00）

　　母子健康手帳交付（10：00～ 11：00）
　　※要予約
定例教育委員会（吉松庁舎）※一般の方も傍
聴できます。（一部非公開の場合もありま
す。）
資源ごみ収集日（上場・老竹・長谷・東中下場・
西下場地区）

12/29 火 　　休館日 １/13 水
　　心も体も元気教室　元気アップコース

（13：30～ 15：00）
　　温泉健康相談（13：00～ 16：00）	

12/30 水 　　休館日 １/14 木

吉中公

催し物
コーナー

ひょうたん作品展（いきいきセンター町民ホール）	
（12月19日～１月７日）

かごしまの野鳥写真展（いきいきセンター町民ホール）
（１月９日～１月28日）
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日曜・祝日歯科救急診療
時間　午前９時から午後３時まで
場所　姶良地区歯科医師会館
　　　口腔保健センター
　　　　　　　（鹿児島空港近く）
TEL　５８－４３８８
12/30～1/3は，上記の時間
内で診療する予定です。
※受診の際は必ず保険証をご持参
　ください。

12 月 20 日㈰

12 月 23 日㈬

12 月 27 日㈰

12 月 29 日㈫

12 月 30 日㈬

12 月 31 日㈭

 １月   １日㈮

 １月   ２日㈯

 １月   ３日㈰

 １月  10 日㈰

 １月  11 日㈪

前田医院
（湧   水   町）74 － 5001
林内科

（霧島市横川）72 － 1818
ひらしまクリニック

（湧   水   町）74 － 2800
みはらクリニック

（霧島市国分）46 － 8202
霧島温泉クリニック

（霧島市牧園）78 － 2338
春田医院

（霧島市牧園）76 － 0053

林内科医院
（湧   水   町）75 － 2047
伊東内科クリニック

（霧島市横川）72 － 9088
田代医院

（湧   水   町）74 － 2075
前田医院

（湧   水   町）74 － 5001
大庭医院

（霧島市牧園）76 － 1984

日曜・祝日在宅医（１２・１月）

11
月
1
日
（
日
）

・
長
谷
地
区
運
動
会

・
小
屋
敷
自
治
会
村
づ
く
り
運
動
会

11
月
2
日
（
月
）

・
町
秋
ま
つ
り
実
行
委
員
会

・
平
櫛
田
中
賞
受
賞
者
黒
蕨
壮
氏
を

祝
う
会

11
月
4
日
（
水
）

・
歳
末
助
け
合
い
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
大
会

・
鹿
児
島
大
学
農
学
部
地
域
連
携

ネ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議

11
月
5
日
（
木
）

・
建
設
業
組
合
栗
野
支
部
長
来
庁
対

応
・
町
行
政
改
革
推
進
委
員
会

・
栗
野
磨
欲
踊
り
武
者
行
列
に
伴
う

東
中
下
場
地
区
交
流
会

11
月
6
日
（
金
）

・
県
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
反
省
会

11
月
7
日
（
土
）
～
8
日
（
日
）

・
国
民
文
化
祭
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト

全
国
大
会
i
n
湧
水
町

・
町
高
原
フ
ェ
ス
タ
・
彫
刻
造
形
展

11
月
7
日
（
土
）

・
部
落
解
放
同
盟
県
連
合
会
・
鹿
児

島
県
・
湧
水
町
・
県
及
び
地
区

人
権
・
同
和
教
育
研
究
協
議
会

と
の
現
地
視
察
・
現
地
交
流
学

習
会

・
国
民
文
化
祭
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト

全
国
大
会
i
n
湧
水
町
ウ
ェ
ル

カ
ム
パ
ー
テ
ィ

11
月
8
日
（
日
）

・
秋
季
町
消
防
団
訓
練

・
勝
栗
旗
豊
祭
剣
道
大
会

・
霧
島
連
山
夏
山
閉
山
式

11
月
9
日
（
月
）

・
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
定
例

会
・
町
表
彰
諮
問
委
員
会

・
町
豊
祭
相
撲
保
存
会
総
会

11
月
10
日
（
火
）

・
歳
末
助
け
合
い
チ
ャ
リ
テ
ィ
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

・
ゆ
め
・
と
き
め
き
活
動
推
進
セ
ミ

ナ
ー

・
姶
良
・
伊
佐
地
域
振
興
局
行
政
懇

話
会

11
月
11
日
（
水
）

・
九
州
防
衛
局
会
計
検
査
院
実
地
検

査
・
九
州
農
政
局
鹿
児
島
支
局
地
方
参

事
官
来
庁
対
応

・
三
重
県
立
相
可
高
等
学
校
の
農
家

民
宿
開
校
式

11
月
12
日
（
木
）

・
町
制
施
行
10
周
年
記
念
事
業
実
行

委
員
会

11
月
13
日
（
金
）

・
一
人
金
婚
者
の
集
い

・
姶
良
伊
佐
地
区
地
方
税
協
議
会
担

当
職
員
研
修
会

・
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
交
流
会

11
月
14
日
（
土
）

・
町
秋
ま
つ
り
文
化
祭
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー

・
町
舞
台
芸
能
祭

11
月
15
日
（
日
）

・
町
秋
ま
つ
り
文
化
祭

11
月
16
日
（
月
）

・
伊
佐
湧
水
消
防
組
合
議
会
臨
時
会

・
郡
和
牛
共
進
会
団
体
優
勝
祝
賀
会

11
月
17
日
（
火
）

・
「
人
権
の
花
」
閉
会
式

・
大
阪
府
立
立
石
高
等
学
校
の
農
家

民
宿
開
校
式

11
月
18
日
（
水
）

・
全
国
町
村
長
大
会

11
月
19
日
（
木
）

・
全
国
観
光
地
所
在
町
村
協
議
会
理

事
会
・
総
会

11
月
22
日
（
日
）

・
町
秋
ま
つ
り
ス
カ
イ
ス
ポ
ー
ツ
大

会
・
交
流
会

11
月
23
日
（
月
）

・
町
表
彰
式

・
町
農
林
業
生
産
者
大
会
・
秋
ま
つ

り
農
林
商
工
祭

・
栗
野
磨
欲
踊
り
武
者
行
列
・
反
省

会
11
月
24
日
（
火
）

・
大
阪
府
立
都
島
工
業
高
等
学
校
の

農
家
民
宿
開
校
式

11
月
25
日
（
水
）

・
鹿
児
島
刑
務
所
視
察
委
員
会

・
町
人
権
同
和
教
育
推
進
協
議
会

11
月
26
日
（
木
）

・
議
会
運
営
委
員
会

・
川
内
川
河
川
事
務
所
長
来
庁
対
応

・
旧
阿
波
井
堰
取
り
壊
し
見
学
会

11
月
27
日
（
金
）

・
町
和
牛
改
良
組
合
全
体
研
修
会

・
健
康
・
友
愛
つ
く
り
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
・
親
睦
会

11
月
28
日
（
土
）

・
幸
田
旗
争
奪
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

11
月
29
日
（
日
）

・
町
内
駅
伝
競
走
大
会

・
大
山
力
氏
の
全
国
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
功
労
賞
を
祝
う
会

11
月
30
日
（
月
）

・
議
会
本
会
議

町
長
動
静　
　
（
11
月
１
日
～
30
日
）

　
（
新
生
児
）　　
　
　
（
保
護
者
）　 （
自
治
会
）

今い
ま
お
か岡　

穂ほ
の
か花 

勇
太　
　
　

松
本

赤あ
か
た
に谷　

駿
し
ゅ
ん
じ治 

拓
広　
　
　

新
町

廣ひ
ろ
せ瀬　

健け
ん
と人 
孝
尚　
　
　

丸
池
タ
ウ
ン

早は
や
う
ち内　

美み

ゆ結 
義
典　
　
　

町
外

（
平
成
27
年
11
月
届
出
分
）

（
平
成
27
年
11
月
届
出
分
）

（
平
成
27
年
11
月
届
出
分
）

お
め
で
た
　
　（
敬
称
略
）

鶴
丸
の
松
元
洋
子
さ
ん
か
ら

（
博
憲
さ
ん
死
去
）

馬
場
迫
の
藤
山
修
さ
ん
か
ら

（
か
お
り
さ
ん
死
去
）

矢
立
の
澁
江
ミ
ツ
子
さ
ん
か
ら

（
清
行
さ
ん
死
去
）

田
尾
原
１
の
上
村
正
信
さ
ん
か
ら

（
ミ
サ
エ
さ
ん
死
去
）

塔
之
原
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
塩
入
信
行
さ
ん
か
ら

（
宗
像
ア
キ
子
さ
ん
死
去
）

老
谷
上
の
今
園
ま
り
子
さ
ん
か
ら

（
清
利
さ
ん
死
去
）

原
口
前
の
古
川
照
子
さ
ん
か
ら

（
光
秀
さ
ん
死
去
）

桜
ヶ
岡
の
山
元
誠
さ
ん
か
ら

（
寛
さ
ん
死
去
）

矢
立
の
桑
畑
江
美
さ
ん
か
ら

（
惠
藏
さ
ん
死
去
）

山
下
西
の
前
田
親
男
さ
ん
か
ら

（
テ
ル
さ
ん
死
去
）

植
村
の
本
田
よ
り
子
さ
ん
か
ら

（
秀
行
さ
ん
死
去
）

町
外
の
水
頭
代
志
美
さ
ん
か
ら

（
坂
元
ス
ミ
子
さ
ん
死
去
）

　
（
故
人
）　　
　
　
　
（
亨
年
）　    （
自
治
会
）

三
堂　

キ
ミ
子 

89
歳 

竹
中

山
元　

寛 　

 

88
歳 

桜
ヶ
岡

稲
本　

ヒ
サ
子 

84
歳 

稲
葉
崎
下

今
園　

清
利 

80
歳 

老
谷
上

本
田　

秀
行 

66
歳 

植
村

和
田　

廣
美 

70
歳 

宮
前

山
下　

フ
チ
コ 

95
歳 

大
牟
礼
東

井
ノ
上　

美
智 

75
歳 

水
窪

宗　

キ
エ 　
　

 

93
歳 

牛
瀬
戸

お
く
や
み
　
　（
敬
称
略
）

※
香
典
返
し
寄
付
に
つ
き
ま
し
て
は
、
寄
付
受
付

日
で
掲
載
す
る
た
め
、
お
く
や
み
の
月
と
は
異

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
寄
付
は
、
地
域
福
祉
向
上

の
た
め
、有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

人口の動き
住民基本台帳による

※外国人を含む
（　）は前月比

人口　 10,075人（	　 		0人）
		男　　 4,665人（	ー		4人）
		女　　 5,410人（	　		4人）
世帯数　4,924戸（	ー		3戸）
　転入　　 32人
　転出　	 		20人
　出生　　 		3人
　死亡　　 15人

平成27年11月末現在

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
湧
水
町
社
会
福
祉
協
議
会

【
香
典
返
し
】



栗野磨欲踊り
武者行列７０年ぶり復活！

　「栗野磨欲（とぎほし）踊り」は，島津義弘公が栗野から文禄の役に出陣の際，戦勝を祈願して正若宮（現
在の勝栗神社）境内で踊られたものです。正若宮へ向う行列と刀を立ち振る舞う踊りからなる磨欲踊りは，戦
前まで稚児行列の形で継承されてきましたが，今年７０年ぶりに復活，総勢６３名による戦国時代の威風堂々
たる武者行列が再現されました。

弓　　隊

　義弘公が在城した松尾城本丸石垣前で行列
成功を誓う総大将の荒田竜矢君。行列に参加
した栗野中学校生徒３１名は，甲冑で身をま
とい，鉄砲・弓・槍の部隊を務めました。

鉄　砲　隊

槍　　隊 行列到着を知らせる鉄砲隊・打ち鳴らし

　今回の行列には，東中下場オバッチョ踊り保存会を中心に，東中下場地区民３１名が参加。義弘公を守る大
将の米満町長を中心に公の護衛や籠の担ぎ手として，また行列を進める鐘部隊として活躍しました。松尾城下
に伝わる磨欲踊りは，城山墓地にお墓のある義弘公の五男・久四郎君（きゅうしろうぎみ）の 7 月 4 日の命
日でも踊られ「四日踊り」とも言われています。「栗野磨欲踊り」は，来年度，東中下場地区民を中心に歌と
舞踊を復活し，義弘公没後 400 年（平成 30 年）にそなえ，他に誇る義弘公ゆかりの郷土芸能として完全復活
をめざします。

とぎほし


